
3837

第三者意見
１．将来への意志を表す
TDKのCSR報告書は毎年着実に前進している。

2015年に掲げた企業ビジョンVision2035のもと、

2016年6月に就任した石黒社長のミッションを強い
意志をもって表象しており、今年度のレポートは、昨

年度に増して意欲的内容である。

２．マテリアリティの設定
本年度のマテリアリティ設定は、TDKグループの

CSRをより体系化された新しい段階に引き上げるも
のとして高く評価したい。とりわけ、ステップ1から4ま
で設定の過程を明示し、海外の有識者の参加を得た

ことによって説得力のあるものとなっている。バリュー

チェーンにおける重要課題ごとの整理は、全体像の俯

瞰と今後の方向性の明確化を可能にしている。

３．多様性の尊重とグローバルな人材育成
TDKの経営に一貫してある人の尊重とグローバル
性は、人材育成についての報告に毎年明確に現れる。

中でもIMD研修に関する記載から、参加者がグロー
バルなリーダーシップの獲得に強くコミットしている

姿が伝わり心強い。私はかねて、人材に関する社会的

責任を経営のグローバル化の文脈に置いたとき、グ

ローバルに統一された評価基準の設定とそれに基づ

く公平な評価の実践こそ日本企業の最大の課題の一

つであると考えているが、その点でTDKは常に先駆
者であり続けている。グローバル人材管理システムの

さらなる展開にも大いに期待したい。

４．サプライヤー、バイヤーとしての取り組み
2014年のTDKのCSR報告書に対する第三者意見
として「今日、サプライチェーンに関する人権・環境問

題はNGOのみならず関連規制当局の強い関心の対
象となっている。同時に企業にとってはCSRの諸項
目の中でも最も対処が難しいものの一つである」と

述べたが、これは今日でも変わらない。また、将来に

わたって重要性は増すことはあっても減ずることは

ないだろう。その観点から、外国人労働者の強制労働

が社会問題となったマレーシアにおいて迅速にCSR
監査を自主的に受けたこと、またその中からEICCの

要件にあった体制整備が課題として浮上したことを

報告していることなど、人権問題へのTDKのコミット
メントの強さを示すものとして評価したい。また、主

要な委託加工先へのCSR監査の拡大、その結果とし
て有害物質管理について指導を行ったことの開示も

重要な前進として歓迎したい。

５．環境ビジョン2035の策定
環境面については、COP21などの国際情勢も受け
る形で新たに環境ビジョン2035が設定された。環境
問題への取り組みの「超長期」の羅針盤を得たことに

なる。重要な成果である。

６．今後の課題と期待
まず、マテリアリティ設定後の欠かせないステップと

して、KPIの設定とPDCAサイクルの実施が最も重要
な今後の課題であろう。来年度の報告を期待したい。

また、サプライチェーンの人権課題に関しては、主要委

託加工先の監査の結果についてもより詳細な情報開

示が望ましい。紛争鉱物は単独での取り組みには技

術的限界がある問題である。トレーサビリティの向上

に向けた国際的枠組みづくりへの貢献を期待したい。

環境については、ライフサイクル的視点でCO2原単

位を2035年までに半減するとの目標に向かってた
ゆまぬ努力を期待したい。

全体として本年度の報告者は創業100年に向けた新
たなスタートにふさわしい充実した内容となってい

る。初年度の確実な前進を来年度の報告書で確認で

きることを期待したい。

オープンな議論を尊重する文化の継承
社外取締役には、独立性をもった立場から各々の見識を活かした

助言や監督機能を果たすことで健全な経営を維持する役割があ

り、TDKの取締役会においては、社外役員による問題提起を含め
毎回熱く活発な議論が交わされています。

取締役会議長を務める澄田は、「TDKは、第三者による取締役会評
価をいち早く導入するなどコーポレート・ガバナンス強化に向け

て積極的に取り組んできた。取締役、執行役員の意識も深まり、投

資家に対しても透明性が増したと感じている」と語ります。同様

に取締役会に対する印象について吉田は、「変わり続ける市場へ

の対応、グローバル化の加速など、向き合う課題は多いが、それら

に対して経営と監督の両輪から非常に活発な議論が行われてい

る」と語りました。2015年6月より就任した石村は「社外取締役・
監査役が、それぞれの見識を活かして意見するとともに、そうし

た意見がTDKの経営に大きな影響を与えている」と実感している
ようで、これまで築いてきたオープンな議論を尊重する文化をさ

らに大切にしてほしいとの意見がありました。

中長期的視野を備えた
リーディングカンパニーを目指して
また、「未来を見据えてたゆまぬ進化を続けていくことが重要」と

澄田は指摘します。「国内企業の中ではTDKは先進的に取り組んで
いるが、今後もその進化を止めずに、ガバナンス改革のリーディン

グカンパニーを目指してほしい」と期待しています。「TDKは素材
レベルの独自技術を有する非常にユニークな電子部品メーカー。

この強みをさらに強化し、差別化された存在であり続けることを

期待したい」と石村が語れば、「多くの企業が短期的志向にある中、

中長期の視野に立って今後の成長戦略を構築することが、将来の

TDKのあるべき姿。技術的なリーダーシップとTDKブランドのさ
らなる確立により、中長期の投資を牽引するような仕組みを世界

レベルで作り上げていって欲しい」と吉田も続けました。

TDKは今後も社外視点を経営に取り入れ、新しいものを生み出す
ための議論を活発に行っていきます。

社外取締役からTDKへ

TDKは、経営監督機能の重要性を早くから認識し、積極的な社外役員の招へいに努めてきました。日本では2015年6月
に「コーポレートガバナンス・コード」が策定されるなど、社外役員の役割が重視されてきています。ここでは、TDKの社
外取締役3名から今後のTDKに期待することを語っていただきました。

社外取締役
取締役会議長、
指名諮問委員会
（委員長）　

澄田 誠

社外取締役
報酬諮問委員会
（委員長）

吉田 和正

社外取締役
指名諮問委員会（委員）、
報酬諮問委員会（委員）

石村 和彦

【 略歴 】

1954年 1月6日生
1980.4 株式会社野村総合研究所 入社
1996.6 イノテック株式会社取締役
2005.4 同社代表取締役専務
2005.6 アイティアクセス株式会社

取締役
2007.4 イノテック株式会社

代表取締役社長
2011.6 当社社外監査役
2013.4 イノテック株式会社

代表取締役会長（現任）
2013.6 当社社外監査役辞任

当社社外取締役（現任）
2015.2 INNOTECH FRONTIER, Inc.

代表取締役会長（現任）

【 略歴 】

1958年 8月20日生
1984.10 Intel Corporation入社
1999.10 同社エンタープライズ・

サービス事業本部技術／ OEM
アライアンス事業戦略部長

2000.3 インテル株式会社
通信製品事業本部長

2002.5 同社インテル・アーキテクチャ
営業統括本部長

2003.6 同社代表取締役社長
2004.12 Intel Corporationセールス&

マーケティング統括本部 副社長
2012.6 オンキヨー株式会社

社外取締役（現任）
2013.2 Gibson Brands,Inc.

社外取締役（現任）
2013.6 CYBERDYNE株式会社

社外取締役（現任）
2013.10 インテル株式会社顧問
2014.6 当社社外取締役（現任）
2015.6 株式会社豆蔵ホールディングス

社外取締役（現任）

【 略歴 】

1954年 9月18日生
1979.4 旭硝子株式会社入社
2006.1 同社執行役員
2007.1 同社上席執行役員

エレクトロニクス&
エネルギー事業本部長

2008.3 同社代表取締役兼社長
執行役員COO

2010.1 同社代表取締役兼
社長執行役員CEO

2015.1 同社代表取締役会長（現任）
2015.6 当社社外取締役（現任）

独立行政法人
経済産業研究所

コンサルティングフェロー

藤井 敏彦 氏
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